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小 林 翁 と 自 署

(15'七･～はr7J･.調川f!H.i｣'-/L一敗八代跡)



小 林 政 治 翁 を 憶 う

1956年9月16日(旧和31咋)財団法人防山科学研究所理!ii 小林政治翁 は80才の

天寿を終わられ ま した｡翁 は1877年7月27日(明治10年)兵樺県北条町に生まれ,

郷里の小学校から姫路中学校に進まれ.既にその頃から秀才の誉れ高かったが天二物を与

えずとか,不幸柄'x'Lのため耶 3学年で退学の止むなきに至った｡ 1ケ年休益の後,率に他

店をとり戻したので大融に.tllて西村緒店に入 り,商業の実地惨菜の迫を選ばれたoLかし

この天才少年はそのgiから月p弛みの端人ではなく,本諮2)かたわら文学に托い親しみをも

ってその方両の地軸にも人知れず肋まれた. 1899年(明治32年)には22才の某音冠で独

立して心亨mLW)'rc毛(TJllLl臼を開店し,それ以来この本文は多くの曲折はあったが,翁のnJl

噺なerl脳によt)帆相こ発出してきⅠ性 の仕可iとなっている｡又1919年(大正8年)にはその

当時わが国には余りULlられなかった悶気機相の国超に前日され大坂変Ff那株式会社を創立

れたことは敬朋のタlない｡

一方翁の天賦の才は氾恥帽人としてD目覚ましい活劫だけでは納まらず,加味としての

散超は余技7)城を泣かに脱し,-rpraの文学者としての人生を開拓され 多くの創作は雑:iL=.

や新聞に払拭され,しばしば授Tほ でも見た程であ る｡1897年(明治30年)この20才

の文学打年はrLljJよを鳩合して氾琳!f年文学会を創立,機関誌｢よしあしI,'LA｣を発刊し後に

fA-J四文-'Jt之と改出されたがこれにはその頃の著名文学者がこぞって投抑するの盛況を見てい

る｡このため翁は太uil哲人としてJ:りも明治文也の氾撃文学者,小林天眠としての方が大

射 こは親しみが多い位であった｡小林翁がこの様;こ木光と.'lr,:んで趣味の1Lf非に極めて広い

教並を机まれたことは翁のfli連立が1117)伝統的大阪実業家であったことを物3L]'iるに充分であ

るがf王佐明牧な翁はその晩年に至ってiiiに大きな足跡を残された2)であるO翁は本文であ

る毛nJ-が秘めてJ:く山に蝕われそ2)ために鳩売上も関るが汀拙 家の手に腔ってから虫に触

われるのは-IIY仙抗まない,ということを符に矧 こ摘んでT.1られた｡川とかして羊毛を山

に蝕bせない様にすることは.'Il米まいか,という極めて坤近Tlしかし良心的な念臓が追亘っ

て1933咋 (昭和8咋)q'iから羊毛1,JJ'山剤の研兜という余く新しい道楽を始め られた｡

しかし,これは従来の文'j之や踊らrjとは少しく趣を抑 こしているが,JLiいこんだら徹底的に

成し遂げずにはI.J･lられない翁の穴鵬は,その基礎研先からということになり,京都蒋国大

学の専門2)単純に机淡の約111,日本では他に茄のない毛也の変った新研究施設として防虫

科学研究所なるものを.7ai'Lすることになり,自ら先づ私LILを投じて公益財団法人の認可を

みたのが1937年2Jj19rl(昭和12年)のことである｡その後方寸臼こ謙遜な翁はよく

申されたのである,｢私のやった仕ili2)中で斑紋のこのuL'jiだけはいくらか国家社会のた

めになるのではないかと,l山 1ます｣と｡その後嗣肘FJlのためには公私共に多大の御支援を

惜 しまれなかった翁が今や亡くなられたのは詩戊に叔'CEの矧こ朋えない｡しかし翁の描かれ

たこの1粒の椀はその後n焔誹Jiこ蛙正して翁の念WIであった人類Iのi'iのhr-3祉達成への方向に

生長しっゝあるので,やがては亡き延への手向けの花を咲かすことであろう｡滋に汲む相

異鮎を祈って賓を欄 く｡ (1956咋11月3日 爪は三-i-.id)
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